
金沢大学・ＧＳ教育系・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１３３０１

若手研究

2022～2019

The Expansion of Territorialism

The Expansion of Territorialism

１０８２１８３７研究者番号：

渡辺　敦子（Watanabe, Atsuko）

研究期間：

１９Ｋ１３６２３

年 月 日現在  ５   ６ １９

円       900,000

研究成果の概要（和文）：グローバル化により人間の社会空間は同質化したのか、多様化したのか。本研究は、
日本における「領土」概念の受容を明らかにすることでこの問いに貢献した。領土は、人間社会を空間的に区切
り、我々の行動を根本的に規定する。この概念は近代国家システムとともに欧州から拡大し、世界は一見「国際
社会」として空間的に統一された。だが、元々社会空間概念が異なっていた日本のような文化で、領土がどう受
容され、どう人間の行動を再規定したのかの研究は進んでいなかった。近年英語圏の国際政治学では文化を跨い
だ概念史の研究が進み、それに従い同研究も国際査読誌の論文掲載など多くの成果を得た。また、海外共同研究
にもつながった。

研究成果の概要（英文）：Has globalization made social space more homogeneous or more diverse? This 
study contributes to this question by identifying the reception of the concept of "territory" in 
Japan. Territory spatially delimits human society and fundamentally defines our behavior. This 
concept expanded from Europe with the modern state system, and the world was spatially unified as an
 apparently "international society". However, research on how territory was accepted and how it 
redefined human behavior in cultures such as Japan, which originally had different socio-spatial 
concepts, has not progressed. In recent years, research on the history of concepts across cultures 
has advanced in international politics in the English-speaking world, and this research has yielded 
many results, especially in terms of theory, including articles in international peer-reviewed 
journals. This has also led to overseas collaborative research.

研究分野： 国際政治学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
この研究は、近年、国際政治学のみならず社会科学で広く関心を呼んでいる「知識の産出」についての貢献を目
指したものである。日本は明治維新以来、西洋の知識を吸収し、アジアの中でいち早く独立国家となった国であ
る。日本人が知識をどのように吸収してきたのかという問題は、国内では様々な形で取り組まれてきた古い問題
であるが、この問いはこれまで、海外の研究の文脈の中に、特に現代の国際政治の問題を考えると言う意義を持
って、位置付けられることはほとんどなかった。この研究はこのことを目指し、それを英語で研究、発表するこ
とにより、グローバルな知の循環における日本の位置を再考した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 近年英語圏の国際政治学では近年、ディシプリンとしての国際関係論のグローバル化への可
能性を探るため、理論の多様性についての研究、その一環として文化を跨いだ概念史の研究が進
んでいる。しかし、日本においてはこのような研究はほとんどなされていなかった。一方で日本
は欧米の社会科学をいち早く翻訳輸入し、日本語でそれらを発展させてきた。このことを鑑みる
と、政治学で用いられる概念がどのように翻訳されたのかを調べる必要があった。 
 
 
２．研究の目的 
 グローバル化により人間の社会空間は同質化したのか、多様化したのか。領土は、人間社会を
空間的に区切り、我々の行動を根本的に規定する。この概念は近代国家システムとともに欧州か
ら拡大し、世界は一見「国際社会」として空間的に統一されたように見える。本研究は、元々社
会空間概念が異なっていた日本のような文化で、領土がどう受容され、どう人間の行動を再規定
したのかを明らかにすることを目指した。 
 
３．研究の方法 
 文献研究。主に欧米の最先端の研究を追うことで、日本の体験が、その中にどう位置付けられ
るのかを明らかにした。さらに、１９世紀後半以降の関連文献を研究した。 
 
４．研究成果 
 この研究は、近年、国際政治学のみならず社会科学で広く関心を呼んでいる「知識の産出」に
ついての貢献を目指したものである。日本は明治維新以来、西洋の知識を吸収し、アジアの中で
いち早く独立国家となった国である。日本人が知識をどのように吸収してきたのかという問題
は、国内では様々な形で取り組まれてきた古い問題であるが、この問いはこれまで、海外の研究
の文脈の中に、特に現代の国際政治の諸問題を考えるという意義をもって位置付けられること
はほとんどなかった。この研究はこのことを目指し、それを英語で研究、発表することにより、
グローバルな知の循環における日本の位置を再考した。 
 助成を受けた 2019 年から 2023 年の間に、英語圏における概念史の研究は一気に進展した。よ
って同研究もむしろ、理論的な発展をフォローすることに時間を費やすことになった。また、同
時に、関連する IR（国際関係論） 理論のグローバル化に関する議論が活発化し、それに関する
論文を国際査読誌に複数発表することができた（下記論文のうち１、２）。さらに、国際学会で
の研究発表も多数行い、海外研究者との意見交換を活発に行った。一方、2018 年に Political 
Geography 誌に発表した論文をはじめ、助成を受ける以前に発表した研究が英語圏で引用される
ようになり、海外大学から複数の共同研究のオファーを受けた。そのうちの一つは、教育面での
共同研究に発展した（論文３）。また、オランダの Groningen 大学との研究は、歴史区分の I R
における意味の研究で、現在、フォーラム論文として国際査読誌で査読を受けている。さらに、
学会でのラウンドテーブルへの招待を頻繁に受け、英語オンラインラーニングサイトからも原
稿の依頼を受けた。このように、英語圏において、私の研究は独自性の高いものとして認知され、
国際的な貢献は小さくないと自負する。 
 同研究は、2022 年から助成を受けている同タイトルの研究に継続される。今後は、実証部分
での研究を深め、共同研究をさらに進めるともに、最終的目標である英文単著の執筆に繋げてい
きたい。 
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1. A Way to Transcend Boundaries: Pluralist Theology, Shusaku Endō, and Global IR 
Atsuko Watanabe TELOS 202 巻 84-102,2023. 国際査読誌 

2. Searching for a Global Solidarity: A Collective Auto-ethnography of Early-
career Women Researchers in the Asia-Pacific Atsuko Watanabe, Ching-Chang Chen, 
Amya Agarwalet.al INTERNATIONAL STUDIES PERSPECTIVES 24(1):88-114,2023. 国際査
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Conference on International Relations September 2022.Athens, Greece. 
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Coconstituting the International, 9th European Workshop in International 
Studies July 2022,Thessaloniki, Greece. (招待ラウンドテーブル). 

5. The Enigmatic Raison dʼEtat: the International and the Multiple 
Contextualisations of the Reason of State in Japan,9th European Workshop in 
International Studies, July 2022,Thessaloniki, Greece. 

6. The Expansion of What? A Conceptual History of Empire in Japan,International 
Studies Associtation Annual Convention, March 2022, online. 

7. How East Asians Incorporated Western Geographic-legal Concepts: A Case Study, 
26th IPSA Virtual World Congress of Political Science,July 2021, online. 

8. Are Boundaries Surmountable? Rethinking Are Boundaries Surmountable? Rethinking 
History for a Global IR, 14th Pan-European Conference on International Relations, 
September 2021, online. 

9. 9. How East Asians Incorporated Western Geographic-legal Concepts: A Case 
Study.14th Pan-European Conference on International Relations, September 
2021,online. 

10. How East Asians Incorporated Western Geographic-legal Concepts: A Case 
Study.13th Pan-European Conference on International Relations, September 2019, 
Sofia, Bulgaria. 

11. Two Global Empires without Colonies? Japanese and American Geopolitics. 13th 
Pan-European Conference on International Relations, September 2019. Sofia, 
Bulgaria. 

12. How East Asians Incorporated Western Geographic-legal Concepts: A Case 
Study.International Studies Association Asia-Pacific Conference, July 2019, 
Singapore. 

13. Empowering Early-Career Female IR Scholars in the Asia-Pacific (roundtable) 
International Studies Association Asia-Pacific Conference, July 2019, Singapore. 
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